









































































































































　　　（13）ａ．メアリーｉは  ジョンに  自分の家で  t ｉ  殺す-られた



















































　　　（17）ａ．メアリーは［Ｓジョンに  メアリー  自分の家で 殺す］-られた





and Niyekawa-Howard（1976）と Hoshi（1991, 1999）の２つである。
　Howard and Niyekawa-Howard（1976）は，Kuroda（1965）の同一構造説
を強く支持し，上記の問題に対する解決策として「再帰代名詞同一指示制約」

















　　　（20）ａ． 太郎は［花子に  自分を  推薦し］-て もらった。

















































































































































































































































　　　　　ｂ．___ ［CP 先生ニ［NP 明子　頭］たたく］られた
　　　　　ｃ．___ ［CP 先生ニ［NP 明子　t ｉ ］頭ｉ-たたく］られた
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